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 要　　旨
　現在，多くの製品で角度を計測するためにロータリエンコーダが広く用いられている．そのエ
ンコーダの誤差としてはディスク自体が持つ誤差，読み取りヘッドの誤差，各部品の組み付け誤
差などの影響を受ける．また,使用時の様々な機械的な外乱によってディスクと読み取りヘッドの
位置や姿勢が変化するために誤差が発生する.高価な高精度高分解エンコーダの分野では,組付け
によって生じる偏心や偏角による誤差をキャンセルするための工夫をしたエンコーダが販売され
ている．また,目盛ディスクの自己校正や経年変化による補正が可能な自己校正型のエンコーダも
開発されている．一方で，外乱が加わった場合の読み取り信号（これを再生信号と呼ぶ）状態へ
の影響や測定誤差に対してどのような影響が生じるのかについての詳細な研究はなされていない．
そこで本研究の目的は，機械的外乱が加わったロータリエンコーダの読み取りヘッドによる再生
波形データを解析し，どのような外乱がエンコーダに加わっているのかを推定する技術を開発す
ること，さらに外乱による誤差を補正して信号を出力することのできるエンコーダの技術を開発
することである．本論文ではディスクとヘッドとの相対位置,姿勢を変更可能な実験装置を試作し，
与えた外乱と再生信号の変化および誤差との関係について実験的に明らかにすることとした．
　試作した実験装置は，外乱発生機構，外乱の影響を受けるエンコーダ (以下被測定エンコーダ
と呼ぶ)，基準エンコーダ，測定部の 4つの部分で構成されている．外乱発生機構は，被測定エン
コーダに対して 2次元的外乱と 3次元的外乱を与える機構の 2つで構成されている．被測定エン
コーダは，外乱発生機構によって作り出された外乱の影響を受けるエンコーダである．基準エン
コーダは被測定エンコーダと比較測定を行うために使用する．測定部は被測定エンコーダと基準
エンコーダから出力された波形を測定し,波形間演算，保存を行う．試作した実験装置を用いて 2
次元的外乱として静的な２次元変位を，3次元的外乱として静的な傾きを与える実験を行い，測
定結果を分析して，それらの関係性を実験的に明らかにした．
